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	問題についてのコメント（作成した思いや実際に使ってみて思ったことなど）
２割増えて２割減った、ということを、直感的に「元に戻る」と判断している生徒がいるので、そうではないことを文字を使って説明させたい。また、逆の２割減って２割増えても、同じ結果になることについても考えさせたい。


１　【飯田市立鼎中学校　本田崇之　先生　の問題】
太郎さんは、ニュースで、灯油の消費量に関わる次のような話題を聞きました。

翌月も太郎さんはニュースで、灯油の消費量に関わる次のような話題を聞きました。
   これらのニュースを聞いた太郎さんは、灯油の消費量は１月から２月に２割増え、２月から３月で２割減ったので、１月も３月も灯油の消費量は同じであると判断しました。このとき、次の問いに答えなさい。
（１）１月の１世帯あたりの灯油の消費量が90Ｌ(リットル)としたとき、２月の１世帯当たりの灯油　　の消費量を求めなさい。
（２）花子さんは、太郎さんの判断が正しくないことを、１月の消費量をaＬとして次のように説明　　します。説明を完成させなさい。
       説明

（３）花子さんの説明を聞いた五郎さんは、このニュースの例とは逆に、２月に１月よりも２割減り、　　３月に２月よりも２割増えた場合も、１月と３月の消費量は等しくならないと判断しました。　　　（２）の説明を参考にして、五郎さんが判断した理由を説明しなさい。
　正答　
















（１）90×1.2＝108　　 108Ｌ


（２）例


　　　（a×1.2）×0.8＝a×1.2×0.8


　　　　　　　　　　 ＝0.96a


　　　これは１月の消費量aＬよりも少ないので、１月と３月の消費量は等しくない。


 


（３）例


　　　１月の消費量をaＬとすると、２月の消費量はa×1.2で表されるので、３月の消費量は


          （a×0.8）×1.2＝a×0.8×1.2


　　　　　　　　　　　　 ＝0.96a


これは１月の消費量aＬよりも少ないので、１月と３月の消費量は等しくない。








１月の消費量をaＬとすると、２月の消費量はa×1.2で表されるので、３月の消費量は


　　（a×1.2）×0.8＝














だから、１月と３月の消費量は等しくない。





３月は暖かい日が多かったので、灯油の消費量が前の月の消費量から２割減った。





２月は例年にない寒さだったので、灯油の消費量が前の月の消費量から２割増えた。








